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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示画面に表示される画像を示す画像信号に基づいて、前記画像に含まれる対象オブジ
ェクトを表示する表示モードを判定する判定部と、
　前記表示モードの判定結果に基づいて、操作デバイスに対する操作を示す検出情報に基
づく第１の表示モードによる画像、または、前記検出情報に基づく第２の表示モードによ
る画像のいずれか一方の画像を、表示画面に表示させる表示制御部と、
　を備え、
　前記表示制御部は、
　前記検出情報に基づいて、表示を変化させる変化量を算出する演算部と、
　算出された前記変化量に基づいて、前記第１の表示モードに対応する第１画像を生成す
る第１表示処理部と、
　算出された前記変化量に基づいて、前記第２の表示モードに対応する第２画像を生成す
る第２表示処理部と、
　前記表示モードの判定結果に基づいて、前記第１画像または前記第２画像のいずれか一
方の画像を示す画像信号を出力する切替部と、
　を備え、
　前記演算部は、前記表示モードの判定結果に基づいて、算出する前記変化量を調整し、
　前記判定部は、前記対象オブジェクトの外観が表示される表示モード、または前記対象
オブジェクトの内部が表示される表示モードを、前記表示モードとして判定し、
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　前記演算部は、前記対象オブジェクトの外観が表示される表示モードと判定される場合
における前記変化量よりも、前記対象オブジェクトの内部が表示される表示モードと判定
される場合における前記変化量を小さくする、表示制御装置。
【請求項２】
　前記判定部は、前記画像における所定の領域の画像、または、前記画像において前記対
象オブジェクトが占める領域の大きさに基づいて、前記対象オブジェクトを表示する表示
モードを判定する、請求項１に記載の表示制御装置。
【請求項３】
　前記対象オブジェクトは、前記対象オブジェクトの外観を表示する情報、および／また
は、前記対象オブジェクトの内部を表示するための情報で構成され、
　前記判定部は、前記画像信号が示す対象オブジェクトを構成する情報に基づいて、前記
対象オブジェクトを表示する表示モードを判定する、請求項１に記載の表示制御装置。
【請求項４】
　前記判定部は、表示モードの判定結果を示す切替信号を前記表示制御部へ伝達し、
　前記表示制御部は、伝達される前記切替信号に基づいて表示を切り替える、請求項１～
３のいずれか１項に記載の表示制御装置。
【請求項５】
　前記判定部は、さらに前記検出情報に基づいて、前記対象オブジェクトを表示する表示
モードを判定する、請求項１～４のいずれか１項に記載の表示制御装置。
【請求項６】
　前記第１の表示モードは、前記対象オブジェクトの外観が表示される表示モード、また
は前記対象オブジェクトの内部が表示される表示モードのいずれか一方の表示モードであ
り、
　前記第２の表示モードは、他方の表示モードである、請求項１～５のいずれか１項に記
載の表示制御装置。
【請求項７】
　前記表示制御部は、前記対象オブジェクトの内部が表示される表示モードによる画像を
表示させる場合には、奥行き方向に立体視させる立体視画像を表示させる、請求項６に記
載の表示制御装置。
【請求項８】
　前記表示制御部は、前記対象オブジェクトの外観が表示される表示モードによる画像を
表示させる場合には、手前方向に立体視させる立体視画像、または、奥行き方向に立体視
させる立体視画像を表示させる、請求項７に記載の表示制御装置。
【請求項９】
　前記表示制御部は、前記検出情報に基づいて、前記奥行き方向に立体視させる立体視画
像の視差を変えない、請求項７、または８に記載の表示制御装置。
【請求項１０】
　前記表示制御部は、
　前記第１の表示モードによる画像、前記第２の表示モードによる画像として、手前方向
に立体視させる立体視画像、奥行き方向に立体視させる立体視画像、前記手前方向および
前記奥行き方向のいずれの方向にも立体視させない画像のいずれかの画像を、表示画面に
表示させ、
　前記第１の表示モードによる画像と前記第２の表示モードによる画像とにおける立体視
の方向は、相異なる、請求項１～５のいずれか１項に記載の表示制御装置。
【請求項１１】
　表示画面に表示される画像を示す画像信号に基づいて、前記画像に含まれる対象オブジ
ェクトを表示する表示モードを判定するステップと、
　前記表示モードの判定結果に基づいて、操作デバイスに対する操作を示す検出情報に基
づく第１の表示モードによる画像、または、前記検出情報に基づく第２の表示モードによ
る画像のいずれか一方の画像を、表示画面に表示させるステップと、
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　を有し、
　前記表示させるステップは、
　前記検出情報に基づいて、表示を変化させる変化量を算出するステップと、
　算出された前記変化量に基づいて、前記第１の表示モードに対応する第１画像を生成す
るステップと、
　算出された前記変化量に基づいて、前記第２の表示モードに対応する第２画像を生成す
るステップと、
　前記表示モードの判定結果に基づいて、前記第１画像または前記第２画像のいずれか一
方の画像を示す画像信号を出力するステップと、
　を有し、
　前記算出するステップでは、前記表示モードの判定結果に基づいて、算出する前記変化
量が調整され、
　前記判定するステップでは、前記対象オブジェクトの外観が表示される表示モード、ま
たは前記対象オブジェクトの内部が表示される表示モードが、前記表示モードとして判定
され、
　前記算出するステップでは、前記対象オブジェクトの外観が表示される表示モードと判
定される場合における前記変化量よりも、前記対象オブジェクトの内部が表示される表示
モードと判定される場合における前記変化量が小さくされる、表示制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、表示制御装置、および表示制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、例えば加速度センサや角速度センサなどを備える装置の普及が進んでおり、ユー
ザは、例えばセンサを備える装置を動かすなどの操作を行うことにより、様々な指示を当
該装置、または外部装置に与えることが可能となっている。
【０００３】
　また、ユーザの操作性の向上を図るための操作デバイスに係る技術も開発されている。
加速度センサなどの装置の動きを検出可能な各種センサを備える操作デバイスに係る技術
としては、例えば、特許文献１に記載の技術が挙げられる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００８－１１３７１９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　画像コンテンツや、アプリケーション（例えば、ＡＳＰ（Application　Service　Prov
ider）などによりネットワークを介して提供されるアプリケーションも含む。以下、同様
とする。）により表示される画像の中には、複数の表示モードを切り替えることが可能な
ものもある。
【０００６】
　ここで、複数の表示モードを切り替える方法としては、例えば、ユーザが、操作デバイ
スにおいて、ボタンを押下する（ボタンを備える場合）、操作デバイスの握り方を変える
（圧力センサを備える場合）などの所定の操作を行うことが挙げられる。例えば上記のよ
うに、ユーザの明示的な操作による表示モードの切り替えを可能とすることによって、ユ
ーザの意図に沿った表示モードによる表示画面への画像（静止画像、または動画像。）の
表示が実現される。
【０００７】
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　しかしながら、例えばボタンの押下などの所定の操作を行わなければ表示モードが切り
替わらない場合には、ユーザは、表示モードを切り替えるために、明示的な操作を行わな
ければならない。また、ユーザが上記所定操作を行って表示モードを切り替えるためには
、上記所定の操作についてのユーザによる学習が必要となる可能性が高い。よって、例え
ばボタンの押下などの所定の操作を行わなければ表示モードが切り替わらない場合には、
自然な操作による表示モードの切り替えが実現できるとは限らない。
【０００８】
　本開示では、表示画面に表示される画像に基づいて表示モードを切り替えることが可能
な、新規かつ改良された表示制御装置、および表示制御方法を提案する。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本開示によれば、表示画面に表示される画像を示す画像信号に基づいて、上記画像に含
まれる対象オブジェクトを表示する表示モードを判定する判定部と、上記表示モードの判
定結果に基づいて、操作デバイスに対する操作を示す検出情報に基づく第１の表示モード
による画像、または、上記検出情報に基づく第２の表示モードによる画像のいずれか一方
の画像を、表示画面に表示させる表示制御部と、を備える、表示制御装置が提供される。
【００１０】
　また、本開示によれば、表示画面に表示される画像を示す画像信号に基づいて、上記画
像に含まれる対象オブジェクトを表示する表示モードを判定するステップと、上記表示モ
ードの判定結果に基づいて、操作デバイスに対する操作を示す検出情報に基づく第１の表
示モードによる画像、または、上記検出情報に基づく第２の表示モードによる画像のいず
れか一方の画像を、表示画面に表示させるステップと、を有する、表示制御方法が提供さ
れる。
【発明の効果】
【００１１】
　本開示によれば、表示画面に表示される画像に基づいて表示モードを切り替えることが
できる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本実施形態に係る操作デバイスの構成の一例を示す説明図である。
【図２】第１の実施形態に係る表示制御装置の構成の一例を示すブロック図である。
【図３】本実施形態に係る表示制御装置が備える判定部における処理の一例を説明するた
めの説明図である。
【図４】本実施形態に係る表示制御装置における、操作デバイスにおける操作と表示処理
との関係の一例を示す説明図である。
【図５】本実施形態に係る表示制御装置における、操作デバイスにおける操作と表示処理
との関係の他の例を示す説明図である。
【図６】立体視画像の表示原理を説明するための説明図である。
【図７】立体視画像の表示原理を説明するための説明図である。
【図８】第１の実施形態に係る表示制御装置における処理の一例を示す流れ図である。
【図９】第２の実施形態に係る表示制御装置の構成の一例を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下に添付図面を参照しながら、本開示の好適な実施の形態について詳細に説明する。
なお、本明細書及び図面において、実質的に同一の機能構成を有する構成要素については
、同一の符号を付することにより重複説明を省略する。
【００１４】
　また、以下では、下記に示す順序で説明を行う。
　　１．本実施形態に係る表示制御方法
　　２．本実施形態に係る表示制御装置
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　　３．本実施形態に係るプログラム
【００１５】
（本実施形態に係る表示制御方法）
　本実施形態に係る表示制御装置の構成について説明する前に、本実施形態に係る表示制
御方法について説明する。また、以下では、本実施形態に係る表示制御装置が、本実施形
態に係る表示制御方法に係る処理を行うものとして説明する。
【００１６】
［本実施形態に係る表示制御方法の概要］
　上述したように、例えばボタンの押下などのようなユーザの明示的な操作によって表示
モードが切り替えられる場合には、自然な操作による表示モードの切り替えが実現できる
とは限らない。
【００１７】
　そこで、本実施形態に係る表示制御装置は、表示画面に表示される画像に基づいて、画
像に含まれる対象オブジェクトを表示する表示モードを判定する（判定処理）。そして、
本実施形態に係る表示制御装置は、表示モードの判定結果に対応する表示モードの画像を
、表示画面に表示させる（表示制御処理）。
【００１８】
　ここで、本実施形態に係る対象オブジェクトとしては、例えば、画像信号が示す画像（
画像コンテンツ）を提供するコンテンツ提供者や、画像の表示に係るアプリケーションを
提供する提供者によって、予め設定されたオブジェクトが挙げられる。本実施形態に係る
表示制御装置は、例えば、画像信号に含まれるメタ情報や、アプリケーションの設定が規
定される設定情報などを参照することによって、対象オブジェクトを特定する。なお、本
実施形態に係る対象オブジェクトは、上記に限られない。例えば、本実施形態に係る表示
制御装置は、画像に含まれるオブジェクトのうち、ユーザ操作により指定されたオブジェ
クトを、対象オブジェクトとして設定することも可能である。
【００１９】
　また、本実施形態に係る表示モードとしては、例えば、対象オブジェクトの外観が表示
される表示モードと、対象オブジェクトの内部が表示される表示モードとが挙げられる。
例えば、対象オブジェクトが“車”である場合、対象オブジェクトの外観が表示される表
示モードでは、車の外観が表示画面に表示され、対象オブジェクトの内部が表示される表
示モードでは、車の内部が表示される。また、例えば、対象オブジェクトが“地球”であ
る場合、対象オブジェクトの外観が表示される表示モードでは、地球の外観が表示画面に
表示され、対象オブジェクトの内部が表示される表示モードでは、地球の大気圏内が表示
される。
【００２０】
　以下では、本実施形態に係る表示制御装置が、例えば上記のような、対象オブジェクト
の外観が表示される表示モードと、対象オブジェクトの内部が表示される表示モードとの
２つの表示モードを切り替える場合を例に挙げて説明する。また、以下では、対象オブジ
ェクトの外観が表示される表示モード、または、対象オブジェクトの内部が表示される表
示モードのいずれか一方の表示モードを「第１の表示モード」と示し、他方の表示モード
を「第２の表示モード」と示す。
【００２１】
　なお、本実施形態に係る表示制御方法に係る処理による表示モードの切り替えは、上記
に限られない。例えば、本実施形態に係る表示制御方法では、一の対象オブジェクトの内
部に存在するオブジェクトを、別途の対象オブジェクトとして設定することも可能である
。上記によって、例えば、“一の対象オブジェクトの外観を示す表示モード”、“一の対
象オブジェクトの内部が表示される表示モード（他の対象オブジェクトの外観を示す表示
モードにも該当する。）”、“他の対象オブジェクトの内部が表示される表示モード”、
…という、３以上の表示モードの切り替えが実現される。
【００２２】
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　また、本実施形態に係る表示制御装置は、表示制御処理において、例えば、操作デバイ
スに対する操作を示す検出情報に基づく画像を、第１の表示モード、第２の表示モードそ
れぞれについて生成し、表示モードの判定結果に対応する表示モードの画像を、表示画面
に表示させる。つまり、本実施形態に係る表示制御装置は、例えばユーザによる操作デバ
イスの操作に応じて表示画面に表示される画像を変化させる。なお、本実施形態に係る表
示制御装置は、例えば、表示モードの判定結果に対応する表示モードの画像のみを選択的
に生成してもよい。
【００２３】
　上記のように、本実施形態に係る表示制御装置は、表示画面に表示される画像に基づい
て、対象オブジェクトを表示する表示モードを判定し、判定結果に対応する表示モードの
画像を表示画面に表示させる。したがって、本実施形態に係る表示制御装置は、（１）判
定処理、および（２）表示制御処理、を行うことによって、表示画面に表示される画像に
基づいて表示モードを切り替えることができる。
【００２４】
　また、本実施形態に係る表示制御装置は、ユーザによる操作デバイスの操作に応じて画
像を変化させ、表示画面に表示される画像に基づいて表示モードを切り替えるので、ユー
ザがボタンの押下などの所定の操作を行わなくても、ユーザによる操作デバイスの操作に
応じた表示モードの切り替えが実現される。したがって、本実施形態に係る表示制御装置
は、ユーザの操作性をより向上させることができる。
【００２５】
　ここで、本実施形態に係る操作デバイスとしては、例えば、マウスや、キーボード、タ
ッチパネルなどが挙げられる。例えば操作デバイスがマウスの場合には、本実施形態に係
る表示制御装置は、例えば、無線／有線によって受信した、マウスの移動方向や移動量を
示すデータを、検出情報として用いる。また、例えば操作デバイスがキーボードの場合に
は、本実施形態に係る表示制御装置は、例えば、無線／有線によって受信した、キーボー
ドにおいて押下されたキーを示すデータを、検出情報として用いる。また、例えば操作デ
バイスがタッチパネルの場合には、本実施形態に係る表示制御装置は、例えば、無線／有
線によって受信した、タッチパネルに対する操作位置を示すデータを、検出情報として用
いる。
【００２６】
　なお、本実施形態に係る操作デバイスは、上記に限られない。例えば、本実施形態に係
る操作デバイスは、加速度センサなどの操作デバイスの動きを検出可能な各種センサを備
え、ユーザによるより直感的な操作を可能とするデバイスであってもよい。
【００２７】
　図１は、本実施形態に係る操作デバイス１０の構成の一例を示す説明図であり、ユーザ
に把持されて用いられる操作デバイスの一例を示している。
【００２８】
　操作デバイス１０は、例えば、ＣＰＵ１２（Central　Processing　Unit）と、３軸加
速度センサ１４と、３軸角速度センサ１６と、圧力センサ１８と、タクトスイッチ２０Ａ
～２０Ｄと、通信デバイス２２と、電源２４とを備える。また、操作デバイス１０の外側
は、スポンジやシリコンなどで形成される保護層２６が設けられる。なお、操作デバイス
１０は、方位センサなど他のセンサを備えていてもよい。
【００２９】
　例えば図１に示す構成の操作デバイス１０を用いる場合、ユーザは、例えば、操作デバ
イス１０を回転させる操作、移動させる操作、把持の程度を変える操作を行う。そして、
本実施形態に係る表示制御装置は、例えば、無線／有線によって受信した、操作デバイス
１０の各種センサの値を示すデータを、検出情報として用いる。
【００３０】
　よって、ユーザは、例えば図１に示す構成の操作デバイス１０を用いることによって、
より直感的な操作により、表示画面に表示される画像を変更する（本実施形態に係る表示
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制御装置に画像を変更させる）ことが可能となる。操作デバイス１０が用いられる場合に
おける、本実施形態に係る表示制御装置の処理の具体例については、後述する。
【００３１】
　本実施形態に係る表示制御装置は、例えば上記のような操作デバイスに対する操作を示
す検出情報に基づいて、処理を行う。ここで、本実施形態に係る操作デバイスとしては、
本実施形態に係る表示制御装置の外部装置が挙げられるが、本実施形態に係る操作デバイ
スは、上記に限られない。例えば、本実施形態に係る表示制御装置は、本実施形態に係る
操作デバイスを備えていてもよい。
【００３２】
　以下、本実施形態に係る表示制御装置の構成の一例について説明をすると共に、本実施
形態に係る表示制御方法に係る処理の具体例についても併せて説明する。また、以下では
、本実施形態に係る第１の表示モードが“対象オブジェクトの内部が表示される表示モー
ド”であり、また、本実施形態に係る第２の表示モードが“対象オブジェクトの外観が表
示される表示モード”である場合を例に挙げて説明する。なお、本実施形態に係る第１の
表示モードが“対象オブジェクトの外観が表示される表示モード”であり、また、本実施
形態に係る第２の表示モードが“対象オブジェクトの内部が表示される表示モード”であ
ってもよいことは、言うまでもない。
【００３３】
　また、以下では、“対象オブジェクトの内部が表示される表示モード”を「内モード」
と示し、“対象オブジェクトの外観が表示される表示モード”を「全体モード」と示す場
合がある。
【００３４】
（第１の実施形態に係る表示制御装置）
　図２は、第１の実施形態に係る表示制御装置１００の構成の一例を示すブロック図であ
る。表示制御装置１００は、例えば、判定部１０２と、表示制御部１０４とを備える。
【００３５】
　また、表示制御装置１００は、例えば、制御部（図示せず）や、ＲＯＭ（Read　Only　
Memory；図示せず）、ＲＡＭ（Random　Access　Memory；図示せず）、記憶部（図示せず
）、ユーザが操作可能な操作部（図示せず）、様々な画面を表示画面に表示する表示部（
図示せず）、外部装置と通信を行うための通信部（図示せず）などを備えていてもよい。
表示制御装置１００は、例えば、データの伝送路としてのバスにより上記各構成要素間を
接続する。
【００３６】
　ここで、制御部（図示せず）は、例えば、ＭＰＵ（Micro　Processing　Unit）や、各
種処理回路などで構成され、表示制御装置１００全体を制御する。また、制御部（図示せ
ず）は、例えば、判定部１０２と、表示制御部１０４との役目を果たしてもよい。また、
制御部（図示せず）は、例えば、表示制御部１０４から出力される画像信号をエンコード
して、記憶部（図示せず）に記録する、および／または、当該画像信号が示す画像を表示
部（図示せず）や外部表示装置の表示画面に表示させるなど、画像信号に対する処理を行
う役目を果たしてもよい。
【００３７】
　ＲＯＭ（図示せず）は、制御部（図示せず）が使用するプログラムや演算パラメータな
どの制御用データを記憶する。ＲＡＭ（図示せず）は、制御部（図示せず）により実行さ
れるプログラムなどを一時的に記憶する。
【００３８】
　記憶部（図示せず）は、表示制御装置１００が備える記憶手段であり、例えば、画像デ
ータや、アプリケーションなど様々なデータを記憶する。ここで、記憶部（図示せず）と
しては、例えば、ハードディスク（Hard　Disk）などの磁気記録媒体や、ＥＥＰＲＯＭ（
Electrically　Erasable　and　Programmable　Read　Only　Memory）、フラッシュメモ
リ（flash　memory）などの不揮発性メモリ（nonvolatile　memory）などが挙げられる。



(8) JP 6028318 B2 2016.11.16

10

20

30

40

50

また、記憶部（図示せず）は、表示制御装置１００から着脱可能であってもよい。
【００３９】
　操作部（図示せず）としては、例えば、ボタンや、方向キー、ジョグダイヤルなどの回
転型セレクター、あるいは、これらの組み合わせなどが挙げられる。また、表示制御装置
１００は、例えば、表示制御装置１００の外部装置としての操作デバイス（例えば、（例
えば、キーボードやマウス、操作デバイス１０など）と接続することもできる。
【００４０】
　表示部（図示せず）としては、例えば、液晶ディスプレイ（Liquid　Crystal　Display
；ＬＣＤ）や有機ＥＬディスプレイ（organic　ElectroLuminescence　display。または
、ＯＬＥＤディスプレイ（Organic　Light　Emitting　Diode　display）ともよばれる。
）などが挙げられる。なお、表示部（図示せず）は、例えばタッチスクリーンなどのよう
に、表示とユーザ操作とが可能なデバイスであってもよい。また、表示制御装置１００は
、表示部（図示せず）の有無に関わらず、表示制御装置１００の外部装置としての表示デ
バイス（例えば、外部ディスプレイなど）と接続することもできる。
【００４１】
　通信部（図示せず）は、表示制御装置１００が備える通信手段であり、ネットワークを
介して（あるいは、直接的に）、外部装置と無線／有線で通信を行う。ここで、通信部（
図示せず）としては、例えば、通信アンテナおよびＲＦ（Radio　Frequency）回路（無線
通信）や、ＩＥＥＥ８０２．１５．１ポートおよび送受信回路（無線通信）、ＩＥＥＥ８
０２．１１ｂポートおよび送受信回路（無線通信）、あるいはＬＡＮ（Local　Area　Net
work）端子および送受信回路（有線通信）などが挙げられる。また、本実施形態に係るネ
ットワークとしては、例えば、ＬＡＮやＷＡＮ（Wide　Area　Network）などの有線ネッ
トワーク、無線ＬＡＮ（ＷＬＡＮ；Wireless　Local　Area　Network）や無線ＰＡＮ（Ｗ
ＰＡＮ；Wireless　Personal　Area　Network）、基地局を介した無線ＷＡＮ（ＷＷＡＮ
；Wireless　Wide　Area　Network）などの無線ネットワーク、あるいは、ＴＣＰ／ＩＰ
（Transmission　Control　Protocol/Internet　Protocol）などの通信プロトコルを用い
たインターネットなどが挙げられる。
【００４２】
　以下、図２に示す第１の実施形態に係る表示制御装置１００の構成例について説明しつ
つ、表示制御装置１００における処理（表示制御方法に係る処理）の一例について説明す
る。
【００４３】
　判定部１０２は、（１）の処理（判定処理）を主導的に行う役目を果たし、表示画面に
表示される画像を示す画像信号に基づいて、画像に含まれる対象オブジェクトを表示する
表示モードを判定する。
【００４４】
　ここで、判定部１０２が処理を行う画像信号としては、例えば、表示制御部１０４から
出力された画像信号が挙げられるが、判定部１０２が処理を行う画像信号は、上記に限ら
れない。例えば、判定部１０２は、表示制御部１０４から出力された画像信号に対してノ
イズ低減処理やエッジ強調処理などの画像処理が行われた処理後の画像信号を、処理する
ことも可能である。また、判定部１０２が処理を行う画像信号は、表示画面に表示される
画像全体を示す画像信号に限られず、例えば後述する所定の領域の画像を示す画像信号の
ように、処理に用いる部分の画像を示す画像信号であってもよい。
【００４５】
　また、本実施形態に係る画像信号としては、デジタル信号が挙げられるが、アナログ信
号であってもよい。画像信号がアナログ信号の場合、判定部１０２は、例えば、ＡＤＣ（
Analog　to　Digital　Converter）によりデジタル信号に変換して処理を行う。
【００４６】
　より具体的には、判定部１０２は、例えば、画像における所定の領域の画像に基づいて
、表示モードを判定する。例えば、判定部１０２は、画像における四隅に対応する領域の
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画像データを参照し、これらの領域の画像データが、対象オブジェクトを示すか否かに基
づいて、表示モードを判定する。判定部１０２は、例えば、四隅に対応する領域の画像デ
ータの全てが対象オブジェクトを示す場合に、第１の表示モード（内モード）と判定し、
それ以外の場合、第２の表示モード（全体モード）と判定する。
【００４７】
　図３は、本実施形態に係る表示制御装置１００が備える判定部１０２における処理の一
例を説明するための説明図である。ここで、図３に示すＡ～Ｃは、それぞれ表示画面に表
示される画像の一例を示しており、また、図３では、第２の表示モード（全体モード）に
より対象オブジェクト（文字“Ａ”が記載された直方体）画像が表示されている例を示し
ている。
【００４８】
　例えば画像信号が示す画像が図３のＡに示す画像である場合、判定部１０２は、画像に
おける四隅に対応する領域の画像データが対象オブジェクトを示さないので、第２の表示
モード（全体モード）と判定する。画像信号が示す画像が図３のＡに示す画像である場合
には、現在の表示モードと、判定された表示モードとが一致しているので、表示制御装置
１００は、表示モードを切り替えない。
【００４９】
　また、例えば画像信号が示す画像が図３のＢに示す画像である場合、判定部１０２は、
画像における四隅に対応する領域の画像データが対象オブジェクトを示すので、第１の表
示モード（内モード）と判定する。画像信号が示す画像が図３のＢに示す画像である場合
には、現在の表示モードと、判定された表示モードとが一致しないので、表示制御装置１
００は、表示モードを第２の表示モード（全体モード）から第１の表示モード（内モード
）へと切り替える。
【００５０】
　また、例えば画像信号が示す画像が図３のＣに示す画像である場合、判定部１０２は、
例えば、画像における四隅に対応する領域の画像データの全てが対象オブジェクトを示さ
ないので、第２の表示モード（全体モード）と判定する。画像信号が示す画像が図３のＣ
に示す画像であるときに第２の表示モード（全体モード）と判定した場合には、現在の表
示モードと、判定された表示モードとが一致しているので、表示制御装置１００は、表示
モードを切り替えない。
【００５１】
　判定部１０２が、四隅に対応する領域の画像データの全てが対象オブジェクトを示すと
きに、第１の表示モード（内モード）と判定する場合には、表示制御装置１００では、例
えば上記のように、選択的な表示モードの切り替えが行われる。
【００５２】
　なお、判定部１０２における、画像における所定の領域の画像に基づく表示モードの判
定処理は、上記に限られない。例えば、判定部１０２は、四隅に対応する領域の画像デー
タのうち、設定された所定の数以上の画像データが対象オブジェクトを示す場合に、第１
の表示モード（内モード）と判定することもできる。上記所定の数は、予め設定されたも
のであってもよいし、ユーザ操作により設定されたものであってもよい。また、判定部１
０２は、対象オブジェクトごとに異なる検出基準により、所定の領域の画像に基づく表示
モードの判定を行うことも可能である。
【００５３】
　また、判定部１０２は、画像信号が示す対象オブジェクトを構成する情報に基づいて、
対象オブジェクトを表示する表示モードを判定することもできる。ここで、本実施形態に
係る対象オブジェクトを構成する情報としては、例えば、対象オブジェクトの外部を示す
データ（外観を表示するための情報）、および／または、対象オブジェクトの内部を示す
データ（内部を表示するための情報）が挙げられる。
【００５４】
　より具体的には、対象オブジェクトがポリゴンで表され、かつ、対象オブジェクトの内
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部を示すデータであるかまたは対象オブジェクトの外部を示すデータであるかを示す情報
が、ポリゴンデータに付加されている場合には、判定部１０２は、例えば、さらにポリゴ
ンデータに付加されている上記情報に基づいて、表示モードの判定を行う。例えば、四隅
に対応する領域の画像データのうち、設定された所定の数以上の画像データが、対象オブ
ジェクトの内部を示すデータである場合には、判定部１０２は、第１の表示モード（内モ
ード）と判定し、それ以外の場合には、第２の表示モード（全体モード）と判定する。ま
た、判定部１０２は、例えば、対象オブジェクトを示す領域全体が対象オブジェクトの内
部を示すデータである場合に、第１の表示モード（内モード）と判定し、それ以外の場合
に、第２の表示モード（全体モード）と判定してもよい。
【００５５】
　また、判定部１０２における状態の検出処理において参照される、画像の所定の領域は
、画像における四隅に対応する領域に限られない。例えば、本実施形態に係る画像の所定
の領域としては、コンテンツ提供者などによって任意の位置に設定された領域や、ユーザ
操作により設定された領域が挙げられる。また、本実施形態に係る画像の所定の領域は、
対象オブジェクトごとに異なる領域であってもよい。
【００５６】
　判定部１０２は、例えば上記のように、画像における所定の領域の画像に基づいて、表
示モードを判定する。なお、本実施形態に係る判定部１０２における画像信号に基づく表
示モードの判定方法は、画像における所定の領域の画像に基づく方法に限られない。
【００５７】
　例えば、判定部１０２は、画像において対象オブジェクトが占める領域の大きさに基づ
いて、表示モードを判定することも可能である。判定部１０２は、例えば、画像において
対象オブジェクトが占める領域の割合を算出し、算出した割合が所定の閾値以上の場合（
または、割合が所定の閾値を超えた場合）に、第１の表示モード（内モード）と判定し、
それ以外の場合には、第２の表示モード（全体モード）と判定する。
【００５８】
　また、対象オブジェクトがポリゴンで表され、かつ、対象オブジェクトの内部を示すデ
ータであるかまたは外部を示すデータであるかを示す情報が、ポリゴンデータに付加され
ている場合には、判定部１０２は、例えば、対象オブジェクトの画像データに基づいて、
表示モードを判定してもよい。判定部１０２は、例えば、対象オブジェクトの画像データ
が外部を示すデータである場合には、第２の表示モード（全体モード）と判定し、対象オ
ブジェクトの画像データにおける外部輪郭以外のデータが内部を示すデータである場合に
は、第１の表示モード（内モード）と判定する。
【００５９】
　判定部１０２は、例えば上記のような処理を行うことによって、画像信号に基づいて表
示モードを判定する。なお、本実施形態に係る判定部１０２における処理が、上記に限ら
れないことは、言うまでもない。
【００６０】
　また、判定部１０２は、例えば、判定結果を示す切替信号を表示制御部１０４へ伝達す
る。ここで、切替信号としては、例えば、第１の表示モードと第２の表示モードとが信号
レベル（ハイ／ロー）で表された信号が挙げられるが、本実施形態に係る切替信号は、上
記に限られない。
【００６１】
　表示制御部１０４は、上記（２）の処理（表示制御処理）を主導的に行う役目を果たし
、判定部１０２における表示モードの判定結果に基づいて、検出情報に基づく第１の表示
モードによる画像、または、検出情報に基づく第２の表示モードによる画像のいずれか一
方の画像を、表示画面に表示させる。表示制御部１０４は、第１の表示モードと判定され
たことを示す切替信号が伝達された場合には、第１の表示モードによる画像を表示画面に
表示させ、また、第２の表示モードと判定されたことを示す切替信号が伝達された場合に
は、第２の表示モードによる画像を表示画面に表示させる。
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【００６２】
　ここで、表示制御部１０４が画像を表示させる表示画面としては、例えば、表示制御装
置１００が備える表示部（図示せず）の表示画面が挙げられるが、表示制御部１０４が画
像を表示させる表示画面は、上記に限られない。例えば、表示制御部１０４は、ネットワ
ークを介して（または直接的に）無線／有線で接続された外部表示装置の表示画面に、画
像を表示させてもよい。
【００６３】
　表示制御部１０４は、例えば、演算部１１０と、第１表示処理部１１２と、第２表示処
理部１１４と、切替部１１６とを備える。
【００６４】
　演算部１１０は、検出情報に基づいて、表示を変化させる変化量を算出する。ここで、
検出情報に基づき算出される変化量は、操作デバイスにおける操作量に対応する。そして
、演算部１１０は、第１表示処理部１１２と第２表示処理部１１４とに算出結果を伝達す
る。
【００６５】
　操作デバイス１０に対する操作を示す検出情報を例に挙げて説明すると、例えば検出情
報が加速度センサの検出値を示す場合には、演算部１１０は、加速度の検出値を時間で積
分して速度を算出し、算出された速度を時間で積分することによって、操作デバイスの位
置の変化量を算出する。また、例えば検出情報が各速度センサの検出値を示す場合には、
演算部１１０は、角速度の検出値を時間で積分して角度を算出することによって、向きの
変化量を算出する。また、演算部１１０は、例えば向きの変化量などを用いて３軸の任意
の軸回りの回転行列を算出することによって、回転における変化量を算出することも可能
である。また、例えば検出情報が圧力センサの検出値を示す場合には、演算部１１０は、
例えば、圧力の検出値と基準値との差分を圧力の変化量として算出する。
【００６６】
　なお、演算部１１０における処理は、上記に限られない。例えば、演算部１１０は、マ
ウスやキーボード、タッチパネルなどの操作デバイスから取得する検出情報の種類に対応
する、任意の演算処理を行うことが可能である。
【００６７】
　また、演算部１１０は、判定部１０２から伝達される切替信号（表示モードの判定結果
を示す信号）に基づいて、算出する変化量を調整してもよい。例えば、演算部１１０は、
切替信号が第１の表示モード（内モード）を示す場合における変化量（変化量のゲイン）
を、切替信号が第２の表示モード（全体モード）を示す場合における変化量（変化量のゲ
イン）よりも小さくする。演算部１１０が、例えば上記のように、切替信号に基づいて変
化量のゲインを調整することによって、表示制御装置１００は、ユーザによる対象オブジ
ェクトの視認性を高めることができる。
【００６８】
　第１表示処理部１１２は、演算部１１０において算出された変化量に基づいて、第１の
表示モードに対応する第１画像を生成する。また、第２表示処理部１１４は、演算部１１
０において算出された変化量に基づいて、第２の表示モードに対応する第２画像を生成す
る。
【００６９】
　ここで、第１表示処理部１１２、第２表示処理部１１４それぞれは、例えば、記憶部（
図示せず）に記憶された画像データを用いて、演算部１１０において算出された変化量に
対応する画像を生成する。また、第１表示処理部１１２、第２表示処理部１１４それぞれ
は、例えば、ポリゴン生成処理などを行うことによって、画像を生成してもよい。さらに
、第１表示処理部１１２、第２表示処理部１１４それぞれは、例えば、通信部（図示せず
）を介してサーバなどの外部装置と通信を行い、当該外部装置からポリゴンデータなどを
取得して画像を生成することも可能である。
【００７０】
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　図４は、本実施形態に係る表示制御装置１００における、操作デバイスにおける操作と
表示処理との関係の一例を示す説明図である。ここで、図４は、図１に示す操作デバイス
１０における操作と、第１の表示モード（内モード）、第２の表示モード（全体モード）
それぞれにおける表示処理との関係の一例を示している。
【００７１】
　第１表示処理部１１２、第２表示処理部１１４それぞれは、例えば、図４に示すような
対応関係を示すテーブルと、演算部１１０から伝達される演算結果とを用いて、処理の種
別を特定し、演算結果が示す変化量に応じた画像を生成する。
【００７２】
　なお、操作デバイスにおける操作と表示処理との関係は、図４に示す例に限られない。
例えば、表示制御装置１００は、検出情報がユーザが操作デバイスに対して所定の操作を
行ったことを示す場合に、本実施形態に係る表示制御方法に係る表示モードの切り替えを
有効化することも可能である。また、表示制御装置１００は、例えば、ユーザが操作デバ
イスに対して所定の操作を行ったことを示す検出情報や、操作部（図示せず）から伝達さ
れる所定の操作に応じた操作信号に基づいて、ユーザの操作に応じた表示モードを設定し
てもよい。
【００７３】
　図５は、本実施形態に係る表示制御装置１００における、操作デバイスにおける操作と
表示処理との関係の他の例を示す説明図である。ここで、図５は、図１に示す操作デバイ
ス１０における操作と、第１の表示モード（内モード）、第２の表示モード（全体モード
）それぞれにおける表示処理との関係の一例を示している。また、図５に示す“イネーブ
ル”とは、例えば、操作デバイス１０によるユーザ操作を有効とすることや、本実施形態
に係る表示モードの切り替えを有効とすることを意味する。
【００７４】
（Ｉ）図５に示す“イネーブル”が、操作デバイス１０によるユーザ操作を有効とするこ
とを意味する場合
　上記（Ｉ）の場合において、第１表示処理部１１２、第２表示処理部１１４それぞれが
、例えば図５に示す対応関係を示すテーブルを用いて処理を行うときには、例えば、下記
の（ａ）、（ｂ）ような表示制御が実現される。
【００７５】
（ａ）表示画面に表示される対象オブジェクトの移動速度の制御
　ユーザが操作デバイス１０を所定のレベル（図５に示す“普通”に対応するレベル）で
握ると、操作デバイス１０を用いた操作が可能な状態となる。ユーザが、例えば、操作デ
バイス１０を上記所定のレベルの圧力で握り続けた状態で、操作デバイス１０を前に動か
すと、表示画面に表示されている対象オブジェクトが前方に移動する。また、ユーザが、
操作デバイス１０の移動中に、上記所定のレベルよりも強く操作デバイス１０を握ると、
表示画面に表示されている対象オブジェクトの移動速度は速くなる。また、ユーザが、操
作デバイス１０の移動中に、上記所定のレベルよりも弱く操作デバイス１０を握ると、表
示画面に表示されている対象オブジェクトの移動速度は遅くなる。そして、ユーザが、操
作デバイス１０の移動中に、さらに弱く操作デバイス１０を握ると、表示画面に表示され
ている対象オブジェクトの移動は停止する。
【００７６】
（ｂ）操作デバイス１０による操作の有効化、および操作による表示モードの切り替え
　上記（ａ）と同様に、ユーザが操作デバイス１０を所定のレベル（図５に示す“普通”
に対応するレベル）で握ると、操作デバイス１０を用いた操作が可能な状態となる。ユー
ザが、例えば、操作デバイス１０を上記所定のレベルの圧力で握り続けた状態で、操作デ
バイス１０を前に動かすと、表示画面に表示されている対象オブジェクトが前方に移動す
る。表示モードが切り替わるところまで現在の表示モードにおける画像を変移させた後、
ユーザが、操作デバイス１０の握りを弱め、再度操作デバイス１０を所定のレベル（図５
に示す“普通”に対応するレベル）で握ると、表示モードが切り替わる。
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【００７７】
　例えば上記（ｂ）に示す表示制御を行う場合には、表示制御装置１００は、表示モード
が切り替わるところまで現在の表示モードにおける画像が変移しても、上記のような操作
デバイス１０の握る強さに係る操作が行われなければ、表示モードを切り替えない。よっ
て、例えば上記（ｂ）に示す表示制御を行う場合には、ユーザは、意図的な操作（例えば
、上記操作デバイス１０の握る強さに係る操作）によって、表示制御装置１００における
表示モードの切り替えを制御することができる。
【００７８】
　また、表示制御装置１００は、表示モードを切り替えない場合であっても、表示モード
が切り替わるところまで現在の表示モードにおける画像が変移したときには、演算部１０
２において、現在の表示モードに対応する変化量に加え、さらに切り替え後の表示モード
に対応する変化量を算出してもよい。上述したように、演算部１１０が表示モードに対応
して変化量のゲインを調整することによって、ユーザによる対象オブジェクトの視認性を
高めることができる。よって、演算部１０２において切り替え後の表示モードに対応する
変化量をさらに算出しておくことによって、表示制御装置１００は、ユーザによって上記
のような操作デバイス１０の握る強さに係る操作が行われて表示モードを切り替えた場合
においても、ユーザによる対象オブジェクトの視認性を高めることができる。
【００７９】
　なお、本実施形態に係る表示制御装置１００における、操作デバイス１０によるユーザ
操作を有効（イネーブル）とする操作デバイスの操作は、図５に示す例に限られない。表
示制御装置１００は、例えば、“操作デバイスを持ち上げる”、“操作デバイスをたたく
”、“操作デバイスを長く握る”など、検出情報に基づき検出することが可能な任意の操
作（所定の操作の一例）に基づいて、操作デバイス１０によるユーザ操作を有効とするこ
とができる。
【００８０】
（ＩＩ）図５に示す“イネーブル”が、本実施形態に係る表示モードの切り替えを有効と
することを意味する場合
　上記（ＩＩ）の場合において、第１表示処理部１１２、第２表示処理部１１４それぞれ
が、例えば図５に示す対応関係を示すテーブルを用いて処理を行うときには、例えば、下
記のような表示制御が実現される。
　・ユーザは、表示モードが切り替わるところまで現在の表示モードにおける画像を変移
させた後、操作デバイス１０の握りを弱める。そして、ユーザが、操作デバイス１０の握
りを所定のレベルまで強める（所定の操作に該当）ことによって、表示モードが切り替わ
る。
【００８１】
　上記の表示制御の例では、ユーザが操作デバイス１０を一定の圧力で握り続けると、表
示制御装置１００は、表示モードの切り替えを行わないこととなる。ここで、上記の表示
制御の例のように、表示モードの切り替えが有効となるまで表示モードを切り替えない場
合であっても、表示制御装置１００の演算部１１０は、判定部１０２の判定結果に基づい
て変化量（変化量のゲイン）を調整することが可能である。よって、上記の表示制御の例
のように、ユーザの所定の操作に基づいて表示モードの切り替えが行われる場合であって
も、表示制御装置１００は、切り替え後に表示画面に表示される画像を、ユーザの所定の
操作に基づいて表示モードの切り替えが行われない場合と同様の画像とすることができる
。
【００８２】
　なお、本実施形態に係る表示制御装置１００における、表示モードの切り替えが有効（
イネーブル）となる操作デバイスの操作は、図５に示す例に限られない。表示制御装置１
００は、例えば、“操作デバイスを持ち上げる”、“操作デバイスをたたく”、“操作デ
バイスを長く握る”など、検出情報に基づき検出することが可能な任意の操作（所定の操
作の一例）に基づいて、表示モードの切り替えを行うことができる。
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【００８３】
　再度図２を参照して、第１の実施形態に係る表示制御装置１００の構成の一例について
説明する。切替部１１６は、判定部１０２から伝達される切替信号（表示モードの判定結
果を示す信号）に基づいて、第１画像または第２画像のいずれか一方の画像を示す画像信
号を出力する。
【００８４】
　また、表示制御装置１００がユーザの所定の操作によって表示モードの切り替えを選択
的に有効とする場合には、切替部１１６は、例えば、第１表示処理部１１２および／また
は第２表示処理部１１４から伝達される、表示モードの切り替えの有効／無効を示すイネ
ーブル信号と、切替信号とに基づいて、第１画像または第２画像のいずれか一方の画像を
示す画像信号を出力する。上記の場合には、切替部１１６は、例えば、切替信号が現在の
表示モードとは異なる表示モードを示していても、切り替えの有効を示すイネーブル信号
が伝達されない限り、切替信号が示す表示モードに対応する画像を示す画像信号を出力し
ない。
【００８５】
　第１の実施形態に係る表示制御装置１００は、例えば図２に示す構成によって、（１）
の処理（判定処理）、および（２）の処理（表示制御処理）を行う。ここで、表示制御装
置１００は、図２に示す判定部１０２および表示制御部１０４を個別に備える（例えば、
それぞれが個別の処理回路で実現される）が、第１の実施形態に係る表示制御装置の構成
は、上記に限られない。例えば、第１の実施形態に係る表示制御装置では、制御部（図示
せず）が、判定部１０２および表示制御部１０４の役目を果たしてもよく、また、判定部
１０２または表示制御部１０４のいずれか一方の役目を果たしてもよい。
【００８６】
　したがって、第１の実施形態に係る表示制御装置１００は、例えば図２に示す構成によ
って、例えばユーザがボタンの押下などの所定の操作を行わなくても、ユーザによる操作
デバイスの操作に応じて表示モードを切り替えることができる。
【００８７】
　また、表示制御装置１００は、さらにユーザの明示的な操作に応じて、本実施形態に係
る表示制御方法に係る表示モードの切り替えを有効化することも可能である。さらに、表
示制御装置１００は、ユーザの明示的な操作に応じて、表示モードを切り替えてもよい。
【００８８】
［第１の実施形態に係る表示制御装置の変形例］
　なお、第１の実施形態に係る表示制御装置１００における処理は、上述した処理に限ら
れない。例えば、第１の実施形態の変形例に係る表示制御装置は、表示制御部（より厳密
には、第１表示処理部、第２表示処理部）において、立体視画像を生成してもよい。ここ
で、変形例に係る表示制御部が生成する立体視画像としては、例えば、手前方向に立体視
させる立体視画像、奥行き方向に立体視させる立体視画像、手前方向および奥行き方向の
いずれの方向にも立体視させない立体視画像のいずれかの画像が挙げられる。
【００８９】
　変形例に係る表示制御部は、第１の表示モード、第２の表示モードそれぞれ、または、
第１の表示モード、第２の表示モードのいずれか一方の表示モードにおいて、例えば上記
のような立体視画像を生成する。ここで、変形例に係る表示制御部は、第１の表示モード
、第２の表示モードそれぞれにおいて立体視画像を生成する場合、例えば、第１の表示モ
ードと第２の表示モードとにおいて、立体視の方向が相異なる画像を生成する。なお、第
１の表示モード、第２の表示モードそれぞれにおいて立体視画像を生成する場合において
変形例に係る表示制御部が生成する立体視画像は、上記に限られない。例えば、変形例に
係る表示制御部は、第１の表示モード、第２の表示モードそれぞれにおいて立体視画像を
生成する場合、第１の表示モードと第２の表示モードとにおいて、立体視の方向が同一の
画像を生成してもよい。
【００９０】
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　具体例を挙げて説明すると、変形例に係る表示制御部は、例えば、対象オブジェクトの
内部が表示される表示モード（内モード）による画像を表示させる場合には、奥行き方向
に立体視させる立体視画像を表示させる。また、変形例に係る表示制御部は、さらに、対
象オブジェクトの外観が表示される表示モード（全体モード）による画像を表示させる場
合には、例えば、手前方向に立体視させる立体視画像、または、奥行き方向に立体視させ
る立体視画像を表示させてもよい。
【００９１】
　図６、図７は、立体視画像の表示原理を説明するための説明図である。図６、図７では
、表示画面３００を位置を原点として、ｘ軸の正の方向が奥行き方向に該当し、ｘ軸の負
の方向が手前方向に該当する。つまり、図６は、オブジェクトＯが奥行き方向に立体視さ
れる立体視画像を表示する場合の一例を示しており、また、図７は、オブジェクトＯが手
前方向に立体視される立体視画像を表示する場合の一例を示している。
【００９２】
　まず、図６を参照して、変形例に係る表示制御部が奥行き方向に立体視される立体視画
像を表示する場合について説明する。ユーザと表示画面３００との距離を“Ｄ１”、視差
画像Ｌおよび視差画像Ｒによる視差を“Ｐ”、ユーザの両目の間隔を“Ｅ”、オブジェク
トＯを表示させる位置と表示画面３００との距離を“Ｄ２”とおくと、Ｄ２：Ｐ＝（Ｄ１
＋Ｄ２）：Ｅの関係より、視差“Ｐ”は、下記の数式１で表される。
【００９３】
　Ｐ＝（Ｄ２・Ｅ）／（Ｄ１＋Ｄ２）
・・・（数式１）
【００９４】
　例えば、Ｅ＝６５［ｍｍ］、Ｄ１＝２［ｍ］とすると、表示画面３００の奥行き方向２
４［ｍ］（Ｄ２＝２４［ｍ］）の位置にオブジェクトＯを表示させる場合には、Ｐ＝６［
ｃｍ］となる。よって、上記の場合には、変形例に係る表示制御部は、６［ｃｍ］の視差
を有する視差画像を生成する。
【００９５】
　ここで、変形例に係る表示制御部は、例えば、Ｅの値を固定値（例えば、一般的なユー
ザにおける両目の間隔の平均値）とし、表示画面３００側に設けられた、距離センサなど
の各種センサの検出値に基づいてＤ１の値を特定する。また、変形例に係る表示制御部は
、例えば、コンテンツ提供者などによって設定された値や、ユーザ操作により設定された
値を、Ｄ２の値とする。なお、変形例に係る表示制御部におけるＥ、Ｄ１、Ｄ２の設定方
法が、上記に限られないことは、言うまでもない。
【００９６】
　また、変形例に係る表示制御部は、例えば、検出情報が示す検出値が変化したとしても
、検出情報に基づいて、奥行き方向に立体視させる立体視画像を変化させない。上記のよ
うに、ユーザの操作デバイスの操作によって視差画像Ｌおよび視差画像Ｒによる視差を変
えないことによって、変形例に係る表示制御装置は、ユーザによる対象オブジェクトの視
認性を高めることが可能となる。なお、本実施形態の変形例に係る表示制御装置が、検出
情報が示す検出値に対応して奥行き方向に立体視させる立体視画像を変化させることが可
能であることは、言うまでもない。
【００９７】
　次に、図７を参照して、変形例に係る表示制御部が手前方向に立体視される立体視画像
を表示する場合について説明する。ユーザと表示画面３００との距離を“Ｄ１”、視差画
像Ｌおよび視差画像Ｒによる視差を“Ｐ”、ユーザの両目の間隔を“Ｅ”、オブジェクト
Ｏを表示させる位置と表示画面３００との距離を“Ｄ２”とおくと、Ｄ２：Ｐ＝（Ｄ１－
Ｄ２）：Ｅの関係より、視差“Ｐ”は、下記の数式２で表される。
【００９８】
　Ｐ＝（Ｄ２・Ｅ）／（Ｄ１－Ｄ２）
・・・（数式２）
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【００９９】
　例えば、Ｅ＝６５［ｍｍ］、Ｄ１＝２［ｍ］とすると、表示画面３００の手前方向１・
２［ｍ］（Ｄ２＝１．２［ｍ］）の位置にオブジェクトＯを表示させる場合には、Ｐ＝１
０［ｃｍ］となる。よって、上記の場合には、変形例に係る表示制御部は、１０［ｃｍ］
の視差を有する視差画像を生成する。
【０１００】
　ここで、変形例に係る表示制御部は、例えば、検出情報に基づいて、手前方向に立体視
させる立体視画像を変化させないが、変形例に係る表示制御部における処理は、上記に限
られない。例えば、変形例に係る表示制御部は、検出情報に基づいて、手前方向に立体視
させる立体視画像を変化させてもよい。
【０１０１】
　変形例に係る表示制御部は、例えば、図６、図７を参照して示したような原理を用いて
立体視画像を生成する。
【０１０２】
［第１の実施形態に係る表示制御装置における処理の一例］
　次に、第１の実施形態に係る表示制御装置１００における処理の一例について、説明す
る。図８は、第１の実施形態に係る表示制御装置１００における処理の一例を示す流れ図
である。ここで、図８では、ステップＳ１００の処理が上記（１）の処理（判定処理）に
該当し、ステップＳ１０２～Ｓ１１０の処理が上記（２）の処理（表示制御処理）に該当
する。また、図８に示す処理は、１度行われれば再度行われない類の処理ではなく、繰り
返し行われる。なお、第１の実施形態に係る表示制御装置１００が、例えばユーザ操作に
よって、図８に示す処理の実行を停止することが可能であることは、言うまでもない。
【０１０３】
　表示制御装置１００は、表示画面に表示される画像を示す画像信号に基づいて、表示モ
ードを判定する（Ｓ１００）。ここで、ステップＳ１００の処理は、例えば判定部１０２
により行われる。
【０１０４】
　表示制御装置１００は、検出情報に基づいて操作デバイスにおける操作量（変化量）を
算出する（Ｓ１０２）。ここで、ステップＳ１０２の処理は、例えば演算部１１０により
行われる。また、ステップＳ１０２では、表示画面に表示される画像に基づき判定される
表示モードに基づいて、変化量（変化量のゲイン）が調整されてもよい。
【０１０５】
　なお、図８では、表示制御装置１００がステップＳ１００の処理の後にステップＳ１０
２の処理を行うことを示しているが、表示制御装置１００における処理は、上記に限られ
ない。表示制御装置１００は、ステップＳ１００の処理とステップＳ１０２の処理とを独
立に行うことが可能である。よって、表示制御装置１００は、例えば、ステップＳ１００
の処理とステップＳ１０２の処理とを同期して行ってもよいし、ステップＳ１０２の処理
の後にステップＳ１００の処理を行ってもよい。
【０１０６】
　ステップＳ１０２の処理が行われると、表示制御装置１００は、第１の表示モード、第
２の表示モードそれぞれの表示処理を行う（Ｓ１０４）。ここで、ステップＳ１０４の処
理は、例えば、第１表示処理部１１２、第２表示処理部１１４により行われる。
【０１０７】
　より具体的には、ステップＳ１０４では、表示制御装置１００は、例えば、図４、図５
に示すようなテーブルとステップＳ１０２における演算結果とを用いて処理の種別を特定
し、演算結果が示す変化量に応じた画像を生成する。
【０１０８】
　なお、ステップＳ１０４における処理は、上記に限られない。例えば、表示制御装置１
００は、ステップＳ１０４において、第１の表示モード、第２の表示モードそれぞれに対
応する立体視画像を生成してもよい。
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【０１０９】
　ステップＳ１０４の処理が行われると、表示制御装置１００は、第１の表示モードで表
示を制御するか否かを判定する（Ｓ１０６）。ここで、ステップＳ１０６の判定は、例え
ば、ステップＳ１００の処理における判定結果に基づいて行われる。また、ステップＳ１
０６の処理、および後述するステップＳ１０８、Ｓ１１０の処理は、例えば、切替部１１
６が行う。
【０１１０】
　なお、本実施形態に係る表示制御装置１００におけるステップＳ１０６の処理は、上記
に限られない。例えば、表示制御装置１００は、ステップＳ１００の処理における判定結
果によらず、検出情報に基づいてユーザの所定の操作が検出されるまで、現在の表示モー
ドで制御すると判定することも可能である。上記の場合には、ステップＳ１０６の処理は
、例えば、現在の表示モードが第１の表示モードであるか否かの判定により行われる。
【０１１１】
　ステップＳ１０６において第１の表示モードで表示を制御すると判定された場合には、
表示制御装置１００は、ステップＳ１０４において生成した第１画像（第１の表示モード
に対応する画像）を示す画像信号を出力して、表示画面に第１画像を表示させる（Ｓ１０
８）。
【０１１２】
　また、ステップＳ１０６において第１の表示モードで表示を制御すると判定されない場
合には、表示制御装置１００は、ステップＳ１０４において生成した第２画像（第２の表
示モードに対応する画像）を示す画像信号を出力して、表示画面に第２画像を表示させる
（Ｓ１１０）。
【０１１３】
　表示制御装置１００は、例えば図８に示す処理を行うことによって、表示画面に表示さ
れる画像に基づいて表示モードを切り替える。なお、第１の実施形態に係る表示制御装置
１００における処理が、図８に示す処理に限られないことは、言うまでもない。
【０１１４】
（第２の実施形態に係る表示制御装置）
　本実施形態に係る表示制御方法に係る処理を実現することが可能な、本実施形態に係る
表示制御装置の構成は、上述した第１の実施形態に係る表示制御装置１００の構成に限ら
れない。図９は、第２の実施形態に係る表示制御装置２００の構成の一例を示すブロック
図である。
【０１１５】
　図９に示す第２の実施形態に係る表示制御装置２００は、図２に示す第１の実施形態に
係る表示制御装置１００と基本的に同様の構成を有するが、図２に示す第１の実施形態に
係る表示制御装置１００と比較すると、第２の実施形態に係る表示制御装置２００では、
判定部２０２に検出情報が入力されている点が相違する。
【０１１６】
　判定部２０２は、図２に示す第１の実施形態に係る判定部１０２と同様に、画像信号に
基づいて、画像に含まれる対象オブジェクトを表示する表示モードを判定する。また、判
定部２０２は、さらに、検出情報に基づいて、対象オブジェクトを表示する表示モードを
判定する。
【０１１７】
　より具体的には、判定部２０２は、例えば、検出情報に基づき検出される対象オブジェ
クトのアップ方向に対するズーム量が、所定の閾値以上であるか否か（または、所定の閾
値より大きいか否か。以下、同様とする。）を判定する。ここで、判定部２０２は、例え
ば図４に示すようなテーブルと検出情報の検出値を用いて、ズーム操作が行われたことと
、ズーム量を特定する。そして、判定部２０２は、ズーム量が所定の閾値以上であると判
定された場合には、“対象オブジェクトの内部が表示される表示モード”（内モード）で
あると判定し、ズーム量が所定の閾値以上であると判定されない場合には、“対象オブジ
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ェクトの外観が表示される表示モード”（全体モード）であると判定する。
【０１１８】
　なお、第２の実施形態に係る判定部２０２における、検出情報に基づく表示モードの判
定処理は、上記に限られない。判定部２０２は、画像信号および検出情報に基づいて、表
示モードを判定することもできる。
【０１１９】
　例えば、判定部２０２は、画像における所定の領域の画像に基づく判定の結果、“対象
オブジェクトの内部が表示される表示モード”（内モード）であると判定されない場合に
は、検出情報に基づいて対象オブジェクトにフォーカスされているか否かを判定すること
によって、表示モードを判定する。ここで、判定部２０２は、例えば図４に示すようなテ
ーブルと検出情報を用いて、フォーカス操作が行われたこととを特定する。上記の場合に
は、判定部２０２は、例えば、対象オブジェクトにフォーカスされていると判定したとき
に、“対象オブジェクトの内部が表示される表示モード”（内モード）であると判定する
。また、判定部２０２は、対象オブジェクトにフォーカスされていると判定しないときに
は、“対象オブジェクトの外観が表示される表示モード”（全体モード）であると判定す
る。
【０１２０】
　判定部２０２は、例えば上記のように、画像信号、検出情報それぞれ、または、画像信
号と検出情報との組合せに基づいて、表示モードを判定する。ここで、画像信号に基づく
判定の結果と、検出情報に基づく判定の結果とが異なる場合、判定部２０２は、例えば、
現在の表示モードと異なる表示モードを、判定結果とするが、判定部２０２における処理
は、上記に限られない。例えば、画像信号に基づく判定の結果と、検出情報に基づく判定
の結果とに優先度が設けられている場合には、判定部２０２は、優先度が高い判定の結果
が示す表示モードを、判定結果としてもよい。
【０１２１】
　また、判定部２０２は、例えば、検出情報に基づき検出される対象オブジェクトのアッ
プ方向に対するズーム量が所定の閾値以上となった場合には、ズーム量が所定の閾値以上
となったことを示す信号を、演算部１１０へ伝達する。そして、演算部１１０は、判定部
２０２から伝達されるズーム量が所定の閾値以上となったことを示す信号に基づいて、変
化量のゲインを調整する。
【０１２２】
　ここで、例えば、ズームアップされることによって対象オブジェクト大きく表示されて
いる場合には、例えば検出情報が示す回転速度が同一であったとしても、ユーザは、対象
オブジェクトが大きく動いているように感じうる。第２の実施形態に係る表示制御装置２
００では、例えば、判定部２０２がズーム量が所定の閾値以上となったことを示す信号を
演算部１１０へ伝達することによって、演算部１１０において変化量のゲインが小さく調
整される。よって、表示制御装置２００は、ユーザによる対象オブジェクトの視認性を高
めることができる。
【０１２３】
　第２の実施形態に係る表示制御装置２００は、基本的に図２に示す第１の実施形態に係
る表示制御装置１００と同様の構成、機能を有する。したがって、表示制御装置２００は
、図２に示す第１の実施形態に係る表示制御装置１００と同様の効果を奏することができ
る。
【０１２４】
　以上のように、本実施形態に係る表示制御装置は、本実施形態に係る表示制御方法に係
る処理として、例えば、（１）の処理（判定処理）、および（２）の処理（表示制御処理
）を行う。ここで、本実施形態に係る表示制御装置は、（１）の処理（判定処理）におい
て、表示画面に表示される画像に基づいて対象オブジェクトを表示する表示モードを判定
する。そして、本実施形態に係る表示制御装置は、（２）の処理（表示制御処理）におい
て、表示モードの判定結果に基づいて表示モードを選択的に切り替える。
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【０１２５】
　したがって、本実施形態に係る表示制御装置は、表示画面に表示される画像に基づいて
表示モードを切り替えることができる。
【０１２６】
　また、本実施形態に係る表示制御装置は、ユーザによる操作デバイスの操作に応じて画
像を変化させ、表示画面に表示される画像に基づいて表示モードを切り替えるので、ユー
ザがボタンの押下などの所定の操作を行わなくても、ユーザによる操作デバイスの操作に
応じた表示モードの切り替えが実現される。したがって、本実施形態に係る表示制御装置
は、ユーザの操作性をより向上させることができる。
【０１２７】
　また、本実施形態に係る表示制御装置は、表示モードの判定結果に基づいて、操作デバ
イスに対する操作を示す検出情報に基づき算出される変化量（例えば変化量のゲイン）を
調整する。よって、本実施形態に係る表示制御装置は、ユーザによる対象オブジェクトの
視認性を高めることができる。
【０１２８】
　また、本実施形態に係る表示制御装置は、対象オブジェクトの内部が表示される表示モ
ード、または、対象オブジェクトの外観が表示される表示モードおよび対象オブジェクト
の内部が表示される表示モードそれぞれにおいて、表示モードに対応する立体視画像を表
示させることも可能である。
【０１２９】
　ここで、本実施形態に係る表示制御装置は、例えば、対象オブジェクトの内部が表示さ
れる表示モードにおいて、奥行き方向に立体視させる立体視画像を表示させる。例えば、
対象オブジェクトの内部が表示される表示モードにおいてのみ、奥行き方向に立体視させ
る立体視画像を表示させることによって、本実施形態に係る表示制御装置は、表示モード
が切り替わったことをより明確にユーザに認識させることができる。また、例えば、対象
オブジェクトの内部が表示される表示モードにおいて、奥行き方向に立体視させる立体視
画像を表示させ、また、対象オブジェクトの外観が表示される表示モードにおいて、手前
方向に立体視させる立体視画像を表示させることによっても、本実施形態に係る表示制御
装置は、表示モードが切り替わったことをより明確にユーザに認識させることができる。
【０１３０】
　以上、本実施形態として表示制御装置を挙げて説明したが、本実施形態は、かかる形態
に限られない。本実施形態は、例えば、携帯電話やスマートフォンなどの通信装置や、映
像／音楽再生装置（または映像／音楽記録再生装置）、ゲーム機、ＰＣ（Personal　Comp
uter）などのコンピュータ、テレビ受像機などの表示装置など、様々な機器に適用するこ
とができる。また、本実施形態は、ユーザが操作可能な操作デバイスに適用することもで
きる。
【０１３１】
（本実施形態に係るプログラム）
　コンピュータを、本実施形態に係る表示制御装置として機能させるためのプログラム（
例えば、（１）の処理（判定処理）、および（２）の処理（表示制御処理）など、本実施
形態に係る表示制御方法に係る処理を実行することが可能なプログラム）によって、表示
画面に表示される画像に基づいて表示モードを切り替えることができる。
【０１３２】
　以上、添付図面を参照しながら本開示の好適な実施形態について詳細に説明したが、本
開示の技術的範囲はかかる例に限定されない。本開示の技術分野における通常の知識を有
する者であれば、特許請求の範囲に記載された技術的思想の範疇内において、各種の変更
例または修正例に想到し得ることは明らかであり、これらについても、当然に本開示の技
術的範囲に属するものと了解される。
【０１３３】
　例えば、上記では、コンピュータを、本実施形態に係る表示制御装置として機能させる
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ためのプログラム（コンピュータプログラム）が提供されることを示したが、本実施形態
は、さらに、上記プログラムをそれぞれ記憶させた記録媒体も併せて提供することができ
る。
【０１３４】
　上述した構成は、本実施形態の一例を示すものであり、当然に、本開示の技術的範囲に
属するものである。
【０１３５】
　なお、以下のような構成も本開示の技術的範囲に属する。
（１）
　表示画面に表示される画像を示す画像信号に基づいて、前記画像に含まれる対象オブジ
ェクトを表示する表示モードを判定する判定部と、
　前記表示モードの判定結果に基づいて、操作デバイスに対する操作を示す検出情報に基
づく第１の表示モードによる画像、または、前記検出情報に基づく第２の表示モードによ
る画像のいずれか一方の画像を、表示画面に表示させる表示制御部と、
　を備える、表示制御装置。
（２）
　前記判定部は、前記画像における所定の領域の画像、または、前記画像において前記対
象オブジェクトが占める領域の大きさに基づいて、前記対象オブジェクトを表示する表示
モードを判定する、（１）に記載の表示制御装置。
（３）
　前記対象オブジェクトは、前記対象オブジェクトの外観を表示する情報、および／また
は、前記対象オブジェクトの内部を表示するための情報で構成され、
　前記判定部は、前記画像信号が示す対象オブジェクトを構成する情報に基づいて、前記
対象オブジェクトを表示する表示モードを判定する、（１）に記載の表示制御装置。
（４）
　前記判定部は、表示モードの判定結果を示す切替信号を前記表示制御部へ伝達し、
　前記表示制御部は、伝達される前記切替信号に基づいて表示を切り替える、（１）～（
３）のいずれか１つに記載の表示制御装置。
（５）
　前記判定部は、さらに前記検出情報に基づいて、前記対象オブジェクトを表示する表示
モードを判定する、（１）～（４）のいずれか１つに記載の表示制御装置。
（６）
　前記表示制御部は、
　前記検出情報に基づいて、表示を変化させる変化量を算出する演算部と、
　算出された前記変化量に基づいて、前記第１の表示モードに対応する第１画像を生成す
る第１表示処理部と、
　算出された前記変化量に基づいて、前記第２の表示モードに対応する第２画像を生成す
る第２表示処理部と、
　前記表示モードの判定結果に基づいて、前記第１画像または前記第２画像のいずれか一
方の画像を示す画像信号を出力する切替部と、
　を備える、（１）～（５）のいずれか１つに記載の表示制御装置。
（７）
　前記演算部は、前記表示モードの判定結果に基づいて、算出する前記変化量を調整する
、（６）に記載の表示制御装置。
（８）
　前記判定部は、前記対象オブジェクトの外観が表示される表示モード、または前記対象
オブジェクトの内部が表示される表示モードを、前記表示モードとして判定し、
　前記演算部は、前記対象オブジェクトの外観が表示される表示モードと判定される場合
における前記変化量よりも、前記対象オブジェクトの内部が表示される表示モードと判定
される場合における前記変化量を小さくする、（７）に記載の表示制御装置。



(21) JP 6028318 B2 2016.11.16

10

20

30

40

（９）
　前記第１の表示モードは、前記対象オブジェクトの外観が表示される表示モード、また
は前記対象オブジェクトの内部が表示される表示モードのいずれか一方の表示モードであ
り、
　前記第２の表示モードは、他方の表示モードである、（１）～（７）のいずれか１つに
記載の表示制御装置。
（１０）
　前記表示制御部は、前記対象オブジェクトの内部が表示される表示モードによる画像を
表示させる場合には、奥行き方向に立体視させる立体視画像を表示させる、（９）に記載
の表示制御装置。
（１１）
　前記表示制御部は、前記対象オブジェクトの外観が表示される表示モードによる画像を
表示させる場合には、手前方向に立体視させる立体視画像、または、奥行き方向に立体視
させる立体視画像を表示させる、（１０）に記載の表示制御装置。
（１２）
　前記表示制御部は、前記検出情報に基づいて、前記奥行き方向に立体視させる立体視画
像を変化させない、（１０）または（１１）に記載の表示制御装置。
（１３）
　前記表示制御部は、
　前記第１の表示モードによる画像、前記第２の表示モードによる画像として、手前方向
に立体視させる立体視画像、奥行き方向に立体視させる立体視画像、前記手前方向および
前記奥行き方向のいずれの方向にも立体視させない立体視画像のいずれかの画像を、表示
画面に表示させ、
　前記第１の表示モードによる画像と前記第２の表示モードによる画像とにおける立体視
の方向は、相異なる、（１）～（７）のいずれか１つに記載の表示制御装置。
（１４）
　表示画面に表示される画像を示す画像信号に基づいて、前記画像に含まれる対象オブジ
ェクトを表示する表示モードを判定するステップと、
　前記表示モードの判定結果に基づいて、操作デバイスに対する操作を示す検出情報に基
づく第１の表示モードによる画像、または、前記検出情報に基づく第２の表示モードによ
る画像のいずれか一方の画像を、表示画面に表示させるステップと、
　を有する、表示制御方法。
【符号の説明】
【０１３６】
　１００，２００　　表示制御装置
　１０２、２０２　　判定部
　１０４　　表示制御部
　１１０　　演算部
　１１２　　第１表示処理部
　１１４　　第２表示処理部
　１１６　　切替部
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